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研 究 主 題

よ りよ く生 き る力 を育 て る道徳 授 業

◇研究主題 につ いて

今 日の社 会 は,科 学 技術の進歩,産 業 ・経済の発達 が 目ざま しく,そ れ とと もに情報化,国

際化,価 値観 の多様化な ど,社 会の各方面 に大 きな変化 が起 きてい る。 しか もこ うした傾向 は,

今後 ます ます激 しくな って い くことが予想 されている。

こう した状況 を踏 まえ,こ れか らの学校教育に対 して,と りわけ,豊 か な心 を もち,た くま

しく生 きることがで きる人間の育成や 自 ら学ぶ意欲 と社会の変化 に主体 的に対応で きる能力 の

育成が求め られて いる。

道徳教育 は,主 体性の ある これか らの 日本人を育成す るため,そ の基盤 と しての道徳性 を養

う ことを 目的 と して行われ る教育活動で ある。道徳教育 は学校の教 育活動 全体 を とお して行 う

こ とを基本 とす るが,こ の よ うな学校教 育全体で行 う道徳教育を補充 し,深 化 し,統 合する役

割 を もっ道徳の 時間の意義 は大 きい。

道徳の時間 は,ね らい とす る道徳 的価 値を一人一人 の児童が内面か ら自覚 し,生 活の様 々な

場面 や状況 において,道 徳 的価値を実現 す るための適切 な行為を主体的 に選択 し,実 践す るこ

とがで きるよ うな道徳 的実 践力を育 て ることを目的 に して いる。

確 かな道徳 的実践 力を育 て るには,児 童一人一人が本来的 に もって いるよりよ く生 きたい と

い う願 いに基づ き,児 童 が 自分の在 り方 や生 き方 を自 ら考え,判 断 し,伸 び伸 びと表現す る学

習活動を行 い,こ う した学 習を とお して肯定的な自己理解 を深 めるこ とがで きるよ うにす るこ

とが大切 である。

そ こで,研 究主 題 「よ りよ く生 きる力を育て る道徳授業 」に迫 るため,本 年度 は道徳の指導

内容の4っ の視点か ら,そ れぞれの 目指す児童像 を掲 げ,分 科会 ごとの テーマに沿 って研究を

進めた。第1分 科会で は,自 分を振 り返 り,自 分 のよさや可能性 に気付 き,自 ら向上 しよ うと

す る児童を 目指 して,「 自己を見つめ る心を育て る指導 の工夫 」,第2分 科会で は,互 いの よ

さを認め合 い感 じ方や考え方を高め合お うとす る児童を 目指 して,「 互 いのよさを認 め,高 め

合お うとす る心を育て る指導の工夫」,第3分 科会では,豊 かに感 じる心 を もち 自らを高 めよ

うとす る児童を 目指 して,「 美 しい もの に感動す る心を育て る指導 の工夫」,第4分 科会で は,

郷土 に親 しみ,大 切 に し,そ れ を育てて いこ うとす る児童を 目指 して,「 郷土 を愛す る心 を育

て る指導の工夫 」をテーマ とした。

これ らのテー マを追究す るにあた り,児 童の側 に立ち,児 童が個 性を発揮 し,一 人一人のよ

さが伸び ることを 中心 に,授 業研究 を通 して,望 ま しい道徳授業の在 り方を探 って いきたい と

考え た。
-2～



◇研究の概要

豊 か な 心 を も ち,た く ま し く 生 き る 児 童 の 育 成

研 究 主 題
よ り よ く 生 き る 力 を 育 て る 道 徳 授 業

ω

第1分 科会 第2分 科会 第3分 科会 第4分 科会

〈目指す児童像 〉 〈目指す児童像 〉 〈目指す児童像〉 〈目指す児童像 〉

自分を振 り返 り,自 らのよさや ◎相手のよさを認める児童 豊かに感 じる心をもち,自 らを 郷土に親 しみ,大 切に し,育 て
可能性に気付き,向 上 していく児 ◎自分のよさを大切にする児童 高めようとする児童 ていこうとする児童
童 ◎感 じ方 ・考え方を互いに高め合

う児童

1 1 1 1

〈分科会主題 〉 〈分科会主題〉 〈分科会主題 〉 〈分科会主題〉
自己を見っめる心を育てる指導 互いのよさを認め,高 め合おう 美 しいものに感動する心を育て 郷土を愛する心を育てる指導の

の工夫 とする心を育てる指導の工夫 る指導の工夫 工夫

「 「 1 1

〈仮 設〉 〈仮 設〉 〈仮 設 〉 〈仮 設 〉
○登場人物の感 じ方,考 え方,行

多様な価値観にふれ,自 分のよ 為のよさを認ある。 人の心の崇高さや自然の偉大 さ, 郷土にかかわる適切な資料を通
さに気付き,そ れを内面的に自覚 O友 達や先生の感 じ方,考 え方の 不思議さにふれ,そ れに感動する して,郷 土での自分の生き方を振
で きる指導を工夫 していけば,自 よ さ を認 め る。 ことができる指導を工夫すれば, り返 ることのできる指導を工夫す
己を見っめる心が育ち,よ りよく ○自分なりの感 じ方,考 え方を表 豊かな心を もつ児童が育っ。 れば,郷 土を愛する児童を育てる
生 きようとする児童を育成するこ 現 す る。 こ とが で き る。

とが で き る。 以上の指導を工夫すれば,進 んで
高め合お うとする心が育っ

「 } 1 1

〈指導の工夫 〉 〈指導の工夫〉 〈指導の工夫〉 〈指導の工夫 〉
・児童理解 ・資料の選択 と開発 ・児 童 理 解 ・資 料 の 選 択 と 開 発 ,

提示の工夫 ・発問の工夫 ・話 ・資料の登場人物のよさに着目す ・児童理解 ・資料の選択と活用 提示の工夫 ・発問の工夫 ・話
し合い活動の工夫 ・他教科等 と る 。 ・発問の工夫 ・学習活動の工夫 し合い活動の工夫 ・他教科等 と
の関連 ・自己評価の工夫 ・支 ・資料を十分吟味 し,資 料提示を ・他教科 との関連 ・体験の重視 の関連 ・自己評価の工失 ・支

援の工夫 ・事前,事 後指導の工 工夫する。 ・事前 事後指導の工夫 ・児童 援の工夫 ・事前,事 後指導の工
夫 ・多様な表現活動を工夫する。 の立場に立 った支援の工夫 夫

1 1 i 1

検 証 授 業

1

総 合 的 評 価(指 導計画,指 導方法,児 童の変容)



1自 己 を見 う め る指 導 の工 夫(第1分 科 会)

1分 科会 テーマ設 定の理 由

現代 は,科 学 の進 歩があざま しく,情 報化 ・国際化の時代 と もいわれ,人 々の価値観 も多

様化 して きて い る。 また,日 常生活 に 目を向けて も,産 業や経済の発展 によ って豊 かな商 品

が あふれ,物 質 的には楽に生活 で きる社会 にな って きて いる。 この ことは,よ り便利 な生活

が営 める とい う点で,素 晴 ら しい ことであ る。 しか し,こ う した生活に伴い,児 童が 自 らの

知恵を発揮 して物事 に取 り組 む機会 が減 り,児 童が希望や 目標を もってや りとげた り,成 就

感 を味 わ った りす ることが少な くな って きて いる。 その結果,依 存的,受 け身的な詐 活態度

にな りやす く,自 立 が困難 にな ってい る傾 向 も見 られ る。

第1分 科会 では こう した現状 をふまえ,全 体 のテーマで ある 「よりよ く生 きる力を育て る

道徳授業 」のよ りよ く生 きる力を,肯 定的な 自己理解 を深 め,よ り高 い希望を もって,自 己

を高めてい こうとす る力 と考えた。児童が こうした力 を道徳の授業のなかで身 に付けてい く

には,児 童が今 までの 自分を振 り返 り,自 己内対話 を通 して,よ り積極的 に自己像を描 くよ

うにす ることが大切で ある。そ こで,「 自己を見っめ る心 を育て る指導の工夫jを 研究主題

と して設定 した。

2児 童の実態調査

(1)調 査の 目的

道徳 の授業 に対す る児童一人一 人の受 けとめ方や意識の実態を探 り,指 導 の工夫 に役立

て る。

(2)調 査 の方法

質 問紙 によ る選択 肢法。

(3)結 果 と考察

とうとく じかん なか いま じ　 かんが

① 道徳の時間の中で、今までに 自分がやってきたことを 考 えるのは

とむ
どんな時ですか。

になしで ひと きもち かんが とを

ア お話に出てくる人の気持ちを考えている時。

ロな あ とき

イ みんなで話 し合 っている時。

ロぞん かんげ か とき
ウ ワークシー トなどに 自分の考えを書いている時。

む　しロ ロなしき とき
工 先生のお話を聞 いている時。

か

オ このほかにあった ら書きましょう。
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6卑

とうとく しかん セコひ じ　

② 道徳の時間の申で、自分 は 「これから こうしたも

とき

どんな時ですか。

かんげ
、。 と考 えるのは

ロなしで ひと きもち かんぼ とき
ア お話に出て くる人の気 持ちを考えている時。

　 あ とき

イ みんなで話 し合 っている時。

ロぬ か　 か とき

ウ ワークシー トなどに 自分の考えを書いている時。

セんセい はなしき とき
エ 先生のお話を閨いている時。

オ このほかにあった ら書 きましょう。

( )
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1ど うとくuか んCSkかShttaつ びtうuうeう1

1③ 道 徳 の 時 間 で 自 分 の 考 え を 発 表 す る と き 、 ど ん な 方 法 が い い で す か:
1

1日0

ぞ はっぴょう

ア 手 をあ げ て さされ て発 表す る。
じゆう はっぴニう

イ 自由に どん どん発 表す る。
で ゼんせい はっぴょう

ウ 手 をあげないで先生にさされて発表す る。
はな あ かんび ほつびよう

エ グル ー プで話 し合 っ た考 え をま とめ て発 表す る 。
かめ か じぎん よ

オ 紙 に 書 いた も の を 自分 で読 む 。
かゐ ぷ セんせい よ

力 紙 に書 いた も のを 先生 に続 ん で も らう。
ほか

キ その他

η

60

5日

姻

錫

2a

lo

自分の考えを発表するとき

どうとく じかん とも じぶんいりん しもけん

④ 道鍵の時間で、友だちの意見が 自分の意見 とちが うときどんなこと

を思いますか。

わゐし いげん ひ

ア 私 とちが う意 見 を言 うな んて 、 いや だ なあ。
し、し,ん わた し ほ'う ただ お も

イ そ うい う意見 もあ るの か、 で も、 私の 方 が正 しいと思 う。
いげん わたし

ウ そ う い う意 見 もあ るの か、私 の はまち が って いる のか なあ 。
わたし いけん

エ ど う して私 の 意見 とちが うのか な あ。
いサん とら いげん き

オ そ うい う意 見 も あるん だ。友 だ ちの意 見 が 聞け てよ か った 。
ぼか

カ その他

1匹D

鋤

友達の意見が自分と達うとき

自己を振 り返 った り,こ れか らの 自分 にっいて考えた りするの は,「 資料の登場 人物 に

っ いて考え る時 」が多 い ことか ら,児 童の実 態にあ った資料 を吟味す る必要があ る。また,

高学年 になるにっれて,「 話 し合 いの時」が多 くな り,発 言 も自由にどん どん言え る方法

が好 まれて くる。 こうした ことか ら,話 し合いを広 げ,深 め ることがで きる発問を工夫 し

た り,補 助発問 などを工夫 した りして い くことが必要 と考 え られ る。 また,ど の学 年 にお

いて も,友 達 との意 見が違 う場合 もそれを認 め る割合が高 く,話 し合 いにより他の人の考

えに触 れ ることが 自己を見っ める上で意味があ ることがわか る。

3自 己を見 つめる心 を育てる指導 の工夫

本分科 会では,「 自己を見っめ る心 」を 「ね らいとす る道徳的価値にっいて かかわ り,素

直に 自己の行為や考 え方を振 り返 り,積 極 的に自己像を描 こうとす る心」 と考え,そ の心 を

育て る指導 の工夫に取 り組んだ。

また,自 己を振 り返 るには,友 達 の考えを知 り,自 分 との共通点や違いに気付 き,自 己に

問いかけ,自 分の考えを深めてい くことが大切 と考 えた。 その ため には,自 分の考えを もち,

それを表現す る力を育て ることが必 要 と考 え,「 自己を表現す る力」を育て る指導 の工 夫に

取 り組 んだ。

① 事 前の工夫

・道徳 的価値に対 しての意識調査 や実態調査を行 い
,児 童を よ く理解す る。

・自由に 自分の思いや考えが出せる雰 囲気や学習形態を工夫す る
。

・意識調査 や実 態調 査の結果 を もとに
,ね らいとす る価値 に対す る意識 を座席表 に記 す。

・行事 な どの体験 を生 かす とともに
,常 に,各 教科等 との関連を図 るよ うにす る。
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② 授業の工夫

視 点 自己を見つめ る心 を育 てるたあに 自己表現す る力 を育て るため に

導 入 ね らい とす る道徳的価値 や資料への興味,関 心,期 待感 を もつよ うにす る。
・ア ンケ ー ト結 果 の提 示 ・経 験 の 発 表 ・教 師 の 説 話 ・諺 ・格 言 ・新 聞 記 事 ・歌

・児童の作文 ・手紙 ・詩 などの提示 ・視聴覚機器の活用

発 問 ・児 童 に わ か る よ うに ,は っき り した 声 ・考 え る視 点 を明 確 にす る。
で,ゆ っ く り話 す よ うにす る。 ・考 え る時 間 を十 分 に とる。

・1問 多 答 の 発 問 を 工 夫 す る。 ・中心発問は多様 な考えが 出せ るよ
・話 し合 いが深 まる発問 を用意す る。 う工 夫 す る。

・補 助 発 問 を工 夫 す る。

資料提示 ・主人公 に共感 しなが ら聞 けるよう,聞
く視点 をあ らか じめ話す。

・あ ら か じ め 聞 い た り 見 た り す る 視

1 点を明確 にす る。
・語 りか け ・暗唱 ・写 真 ・場 面 絵 ・写 真 ・VTR・ 効 果音 ・紙 芝居 ・ペ ー プサ
一 ト

,パ ネ ル シア ター ・TP・ 影 絵 な どの 工 夫 を す る。

話 し合 い ・時間を十分確 保す る 話 し合 いの 目的にあ った学習形態 と表現方法 を工夫す
(形 態) る 。

・自分 と友達の考えを ・学習形態 の例

比 べ な が ら,話 し合 rV字 型 」 「半 円形 で の 話 し合 い 」

う 。 「円 形 で の話 し合 い 」 「2人 ～6人 グル ー プ で の話 し

合 い」 「椅子 のみを使用 した半 円での話 し合い」
・児 童 の 意 見 を分 類 , ・発言方法の例

整理 して板書 し,そ 「挙手を しての相互指名 」 「教師の指名 による発 言」

れ を もとに話 し合 う 「立 ち上 が って 自由 に発 言 す る 」 「バ ズ セ ッシ ョン」

「小 グル ー プ で 話 し合 う」 「ブ レー ンス トー ミ ング」

書 く ・書 く こ とが 苦 手 な児 童 に助 言 ,援 助 を 書 く視点 を明確 にす る。
す る 。 ・ ワ ー ク シ ー トの 工 夫 ・手 紙

・吹 き 出 し ・道 徳 ノ ー ト

役割演技 ・見 た り,聞 い た り,演 じた りす る視 点 ・活動の 目的にあ った表現方法を助

動作化等 を明確 にす る。 言 す る。

動 作化,ネ ー ム マ グ ネ ッ トの 活 用
ロー ル プ レイ ン グ(役 割 演 技)

指 名 ・安心 して伸 び伸 び と表現で きる雰囲気づ くりに努め る。

板 書 ・発問や,発 表 された考 えなどを確か め られ るようにす る。
・話の展 開や登場人物の心の変容がわか るようにす る。
・発 表 され た 考 え な ど を比 較 しや す い よ う に ,分 類,整 理 す る。

資料選択 ・児童 の実 態 や ,生 活 感 覚 に あ った資 料,感 動 す る資 料 を 吟 味,開 発 す る。

自己評価 ・今までの 自分を振 り返 る自己評価 カー ドを活用す る。
・児 童 が 自 らの 考 え を確 か め る こ とが で き るよ うな カ ー ドを 工 夫 す る

。

③ 事後 の 工 夫

・ワー ク シー ト,道 徳 ノー トな どに,教 師 の こ とば を書 き入 れ,認 め励 ます 。

・家 庭 ,地 域 社 会 との 連 携(道 徳 通 信,授 業 の 公 開)を 図 る と と もに,他 の 教 育 活動 との

関連 を 図 る。

・道 徳 の授 業 の成 果 が 生 活 の場 に 生 き るよ うに す る
。
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④ その他 の指導上の留意点等の工夫

○学 習過 程を柔軟 に考えてい く

・児童の考えを引 き出 し,そ こか ら学 習の方向を明 らか にす るよ うにす る。

・児童の心の動 きを重視す るよ うに し
,児 童の願 いに沿 った展開を作 るよ うにす る。

・重点内容項 目について は,2週 にわた る授業 を設定す るな ど して,道 徳 的実践力の育成

を図 るようにす る。

○ 自作資料の工夫

・児童の実態 に合 った ものや,生 活感覚 に合 った資料 の 自作を試み る。

4実 践事例(第6学 年)

(1)主 題名 自分 のいい ところ(1一 ⑥個性伸長)資 料 名 「連合運動会」(自 作資料)

(2)ね らい 自分 の長所 を知 り,そ の長所 を生かそ うとす る心情 を育て る。

(3)指 導 の実 態(抜 粋)

T場 面絵 を提 示 しなが ら,資 料 を語 り聞かせ る。

資料提 示前 に,登 場 人物を紹介 した。

集中 して話が聞け るよ うに,暗 唱によ る語 り聞かせを行 いなが ら,発 問に関連す る

場面絵を提示 した。

T良 夫 君 に声 をか け られ て も,黙 って 走 って帰 った 時 の進 君 の 気 持 ちを 考 え ま し ょう。

(挙 手 に よ る相 互 指 名)

C私 も これ と似 た経 験 が あ る。 最 初 幅 跳 び に 出た か った け れ ど,ハ ー ドル に 出 る こ と に

な った。 で も,今 で は ハ ー ドル に 出 る こと にな って 良 か った と思 って い る。

児童の実 態 にあ った資料を扱 うことは,資 料の登場人物 に自分を照 ら し合 わせて

考え るとい う点で,有 効であ った。

(C)迷 って い る8人 が っか り して い る4人 くや しい10人 う らや ま しい1人(挙 手)

T進 君 の こ とで 意 外 な こ と を耳 に した あ と良 夫君 は,ど ん な こ とを考 え た と思 い ま す か

(立 って 自 由 に思 った こと を発 言 す る)

C良 夫 君 は毎 朝 マ ラ ソ ンを続 けて き たか ら,自 分 よ り もす ごい と思 った。 …… …6人

Cぼ く も進 君 と同 じよ うにハ ー ドル を が ん ば った と思 う。7人

C朝 練 の 準 備 を しな い良 夫 君 を恨 ん で,悪 か った と思 って い る と思 う。3人

Cお 母 さん が 病 気で,忙 しい の にが ん ば って いて え らい な あ。13人

中心 発 問 と して,話 し合 い を深 あ る た め に は,「 この な か で,進 は どの考 え が一 番

強 か った と思 うか。 」 とい った補 助 発 問 を用 意 す る こ とが 必 要 で あ った。
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T

C

T

C

C

二 人 の い い と ころ を見 つ け ま し ょ う。(小 集 団 で話 し合 う)

進 ・ハ ー ドル の研 究 を した ・自分 か ら謝 った ・朝練 の準 備 を続 け た ・めげ な か っ た 、

良 夫 ・謝 る進 を許 すや さ しさ ・親 孝 行 ・お ち こん で い る友達 に声 を か け る友 達 お もい

全 員 に友 達 か ら見 た君 た ちの 長 所 が 書 い て あ る カー ドを配 ります 。 感 想 を 書 き ま し ょ

う。

お もい や りが あ る と書 いて あ り,私 はそ の こ と に気 づ い て い なか ったの で,う れ しい。

自分 の長 所 はわ か らな か ったが,カ ー ドを 読 ん で こ こが 長所 なん だ と,自 信 が もて た。

この カ ー ドは,児 童 一 人 一 人 が 自分 の よ さを 再 発 見 し自信 を もっ こ とが で き た点 で

有 効 で あ った。

T今 ま で の 自分,こ れ か らの 自分 にっ いて 考 え て み ま しょ う。(自 己評 価 カ ー ドを配 布)

A自 分の長所を伸ばす努力を してい る。

B自 分の長所 は知 って はい るが,伸 ばす努力 は足 りない。

C自 分 の 長 所 に は気 づ いて いな いが,好 きな こ とは努 力 して い る。 … …

D他 人 の 長 所 を う らや む だ けで,自 分 で努 力 す る こ とは して い な い。 …

ア自分 の長所 をさ らに伸ばす努力を しようとす る気持 ちにかな りな った

イ自分 の長所 をさ らに伸 ばす努力 を しよ うとす る気持ちに少 しな った。

ウ自分 の長所 はわか ったが,そ れ をさ らに伸ばす努力を しよ うと思 うま

で に はい た って い な い 。

工 自分の長所があ るとは今で も思えない。

0人

6人

16人

0人

… …4人

… …16人

… …0人

… …2人

BC,イ ウの 選 択 者 が 多 い こ とか ら,自 己理 解 が 深 ま り,自 己を 高 め て い く意 欲 づ

け にっ な が った と考 え る。 た だ し,エ を選 ん だ 児童 につ いて は,自 己 有 用 感 や 自尊

感 情 を 育 て る指 導 の 工 夫 が 課 題 とな った。

(4)考 察

話 し合 いの時間を十分 に確保す ることは,友 達の考えを知 り,自 分 との共通点や違 い

に気付 くとい う点で有効で あ った。 しか し,発 言のあ った意見に対 して,他 の児童が ど

ん な考え を もって いるかを発表 し合 い,自 分の考えを広げた り,深 めた り してい く活動

が少 なか った。 ね らい とす る価値 にっいて 自己を よ り深 く見っめ るためには,話 し合 い

を広 げ,深 め ることが で きるよ うな手 だて を工夫す る必要があ る。
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fi互 いのよ さを認 め,高 め合 お うとする心 を育 てる指 導の工 夫

(第2分 科 会)

1分 科 会 テ ー マ設 定 の理 由

児 童 は,本 来 的 に 「よ りよ く生 き た い」 「よ り向上 した い 」 とい う願 い を もって い る。 そ

の 願 い は,互 いの よ さ を認 め合 った り称 賛 し合 った りす る中で 実 現 し,さ ら に高 ま って い く

と考 え る。

「先 生,謝 る って 勇気 が い るね 。 す ご くど き ど き した。 で もね ,謝 った ら,r大 丈 夫 だ よ 』

って 言 って くれ た。A君 って,優 しいん だ 」 「今 日の休 み 時 間,遊 ん で い る子 にr仲 間 に入

れ て 』 って 頼 ん だ ら,rい い よ』 って 言 って くれ た。 心 配 す る こと はな か った。 ま た,明 日

も一 緒 に遊 び た い な 」 「一 人 で つ ま らな そ うに して い たか ら,r一 緒 に 遊 ぼ う』 って 声 をか

け た ら,す ご く嬉 しそ うな顔 を した よ」

友 達 の 優 しさを 感 じて 喜 ん で い る児 童 。仲 間 に入 れ て くれ る友 達 が い た こ とを喜 ん で い る

児 童 。 自分 の 気 持 ちが 相 手 に通 じた こ とを喜 ん で い る児 童 。 そ こに は,相 手 とか かわ る こ と

の 楽 しさや 喜 びを 感 じて い る児 童 が い る。

もっ と多 くの 児 童 に,も っ と多 くの 場 面 で,互 い の よ さを 見 っ け認 め 合 う こ との楽 しさや

互 いの 心 が 通 い合 い理 解 し合 うこ との 喜 び を感 じて も らい た い。 また,相 手 に対 して 思 い や

りの 心 を もって 接 した と きの 充 実 感 を 味 わ って も らい た い。 これ が 私 た ち 分 科会 の願 いで あ

る。

そ こで,他 の 人 とか か わ る活 動 を 学 習 に取 り入 れ る 中で,

・互 いの よ さを 見 っ け ,認 め,伝 え合 う こ とが で き る よ うにす る。

(互 いの 心 が 通 い合 い理 解 し合 うた あの 基 本 で あ る)

・自分 の よ さを 気 付 き 自分 の よ さ に誇 りを感 じる ことで
,自 分 を 肯 定 的 に理 解 す る こ と

が で き る よ うにす る。

(生 き る ことの 自信 にっ な が る と考 え る)

を 目指 す こ とが,「 よ りよ く生 きた い」 「よ り向上 した い 」 とい う願 いを 生 か す こ とに っ な

が る と考 え,分 科 会 テ ー マ 「互 いの よ さを 認 あ,高 め合 お う とす る心 を育 て る指 導 の 工 夫 」

を設 定 した。

この 研 究 テ ー マの も とに,道 徳 の 時 間 にお い て は,

・資 料 中の 登 場 人 物 の感 じ方 や 考 え 方 ・行 為 の よ さに 気 付 く

・友 だ ちや 先 生 の 感 じ方 ・考 え 方 の よ さ に気 付 く

・自分 の よ さ に気 付 く

・自分 の 感 じ方 や 考 え 方 を 伸 び 伸 び と表現 す る

以 上 の 活 動 を 積 み 重 ね る ことを 重 視 して 研 究 を進 あ る こ とに した。
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2児 童 の実 態調 査

(1)「 よ さ」 に関す る児童一人一人の考えや意識 の傾 向を把握す ることによ り,分 科会研究

主題の解明 に役立て る。

(2)方 法

一部 自由記述 を含 む選択肢法 によ る質問紙法 を用 い,中 ・高学年 同一 内容で実施 した。

東京都 公立学校(8校3年 生以上524名9月 実施)

(3)結 果 と考察
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_⊥__一SW⊥
設問1か ら,児 童は友達 について特 に性格面の よさを高 く評 価 してい る。 しか し,自 分

の性格面のよ さは気付 きに くいよ うである。

設問2か らは,友 達のよ さを相手 に伝 えていないので はないか と思われ る。そ こで,友

達 ど うし互 いによさを認 あ,伝 え合 う機会を多 くす る必要が ある と考え る。

道 徳 の 話 に 出 て く る 人 の 考 え 方 を

「そ う だ な 」 と 思 っ た こ と は あ り

ま す か 。

友 達 の 考 え を 聞 い て 自 分 の 考 え が

変 わ っ た こ と が あ り ま す か 。

み ん な の 前 や グ ル ー プ の 中 で 自 分

の 考 え た こ と を 話 し ま す か 。

設問3・4か ら,資 料 とかかわ り友達 とかかわ ることで,自 分 の考 えが深 ま った り広が

った りす る ことが わかる。 そ こで,資 料の選定 には十分配慮す るとともに,友 達 とかかわ

る場 を多 く設定す る必要が ある。

また設 問5か ら,自 ら感 じた ことや考 えた ことをよ り多 くの児童が表現 しやすいよ う学

習方法 を工夫 す ることが大切 であ ると考え る。
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3互 い の よ さ を認 め,高 め合 お う とす る心 を 育 て る指 導 の 工夫

「よ さ」 に つ い て,次 の よ うに考 え た。

・全 て の人 が 本 来 も って い る
,よ りよ く生 き たい,よ り向上 した い とい う願 いの こ とで あ る。

・一 人 一 人 の 児童 の 関心 ・意 欲 ・態 度 ・思 考 ・判 断 ・技 能 ・表 現 ,知 識 ・理 解 な どの 中 に あ

り,周 りの人 間 や社 会,自 然 や文 化 な ど との か か わ りを通 して,高 ま り発 揮 され る もの で

あ る。

・一 人 一 人 の児 童 が もっ か けが え の な い個 性 の こ とで あ る。

指 導 の工 夫

徳 の授業 での手 だて

① 資料選択 の観 点

・登場人物 の感 じ方 ・考 え方 を見い出せ る資料を選択す る
。

・児童の実 態に合 った資料 を選択 す る。

※児童 が共 感で きる資料

※資料の中に描かれているよさが,自 分や友達の中 に見い出だす ことので きる資料

② 児童への働 きかけ

・よ さに着 目で きるよ うにす る。

・豊 かに伸び伸び と表現 で きるよ うに,多 様 な表現活動を取 り入 れ る。

表現 活動:話 し合い,動 作化,役 割演技,ワ ークシー トな ど。

※友達の話 を よ く聞 き(書 いた もの ・活動 をよ く見て)よ さに気付 くよ うにす る。

※友達や先生 と自分の考えを比 べ,共 通点や違 いに気付 くよ うにす る。

※友達の考え と関連づけて話 し合 うよ うにす る。

・表現活動 にふ さわ しい学習形態を工夫 す る。

机の並べ方,話 し合 う形態

・教師の感 じ方 ・考え方のよ さが伝わ るよ うに内容や話 し方を工夫す る
。

↑
学級経営上の留意事項

・受容的で肯定的 な児童理解をす る
。

(児 童一人一人 のよさを認あ生か し,伸

ば して い こうとす る教師の態度が,児

童 と教師,児 童相互の信頼関係を築い

て い く)

・共感的 に聞 く態度 を育て る。

↑
也教科で の手 だて

・学習過程 の中で,互 いのよ さが見出だ

せ る態度 を育て る。

・互 い を尊 重 し
,互 いの よ さを見 つ け合

お う とす る態 度 を 育 て る。
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4実 践事 例(第5学 年)

(1)主 題 名 友 情 を 考 え る(2-(3)信 頼 ・友情)資 料 名 「友 の し ょうぞ う画j

(2)ね らい 友 達 と互 い に信 頼 し励 ま し合 って,友 情 を深 めて い こ う とす る心情 を 育 て る。

(3)指 導 の 実 際(抜 粋)

T友 の 肖像 画 を見 て 涙 を こ ぼ した の は,和 也 が どの よ うな気 持 ち に な っ たか らな の か 。

登場人物(和 也)の よさを見つめ るための発 問。

C

C

C

C

C

T

T

C

C

T

一 生 懸 命 作 品 展 に 出す た あ に ,約1年 もか か って い た の に,僕 は手 紙 を 書 くの を や め

て しまっ た 。 正 一 君,ご めん ね 。

他 に あ りませ ん か 。

○ ○ さん の 続 き と して 言 い た いの で す が,一 刻 も早 く家 に帰 って,正 一 に手 紙 を書 こ

う。

前 の人 の 発 言 を受 けて の発 言 で あ る。

(同 意 見多 数)

まだ,僕 の こ とを 忘 れ な い で い て くれ た ん だ。

鉛 筆 も もて な くな った 手 で,1年 も版 画 を作 って い た なん て … … 。

付 け足 しなの で す が,や っぱ りあ い つ は 僕 の 言 った とお り病 気 に勝 ったん だ 。

み ん なの 意 見 を ま とめて み ます 。

意見 を分類 ・整理 して板書す る ことにより,お 互 いの受 け とめ方の よさを確か め

ることがで きた。

(板 書)・ 一 刻 も早 く家 に帰 って手 紙 を 書 こ う。

・ま だ ,僕 の事 を 忘 れ な いで いて くれ て たん だ 。

・や っぱ りあ い っ は ,病 気 に勝 ったん だ 。

・鉛 筆 も持 て な い 手 で ,1年 も版 画 を か いて いて くれ て た なん て … … 。

今 まで の み ん な の 生 活 の 中 で,友 達 が 自分 の こ とを思 って くれ て る な,考 え て くれ て

る な と感 じる よ うな友 達 の よ さ に気 付 い た こ とは あ りま せん か 。

自分 の こ とを 思 って くれ て い る友 達 の よ さを 述 べ る こ とに よ り,そ の友 達 自身 が

自分 の よ さ に気 づ き,高 め合 う こ とが で き る と考 え た 。

○○ さん なんで すが,私 が熱 を出 して休んだ次の 日,学 校で 「大丈 夫?」 と言 って く

れ た。

20分 休 み な ど にバ ス ケを や って い る と き

イ 」 とか け声 を か けて くれ る。

どん な気 持 ちが した?

○○君や△△君 は失敗 した ときに 「ドンマ

C

C

C

その時の気持 ちを聞 くことによ り,友 達 が 自 らのよさに気付 くことをね らって補

助発問 を行 った。

嬉 しか った。

前の家庭科 の時 間,全 部道具 を忘れ たときに,○ ○ さんに貸 して もらったのが嬉 しか

った。

20分 休 みな どに縄跳 びをや って いる と00君 と△△君 に 「数えていて」 と言 うと数 え
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C

T

て くれ るか ら嬉 しか った で す 。 あ りが と う ござ い ます 。

この 前 体 育 の 時,私 が ころ ん じゃ って○ ○ さん が 一 緒 に保 健室 に っ い て行 って くれ た

の が 嬉 しか った 。 優 しい 人 だ と思 い ま した。

今 日 は友 情 につ いて 考 え ま した。 友情 に つ いて み ん な に書 い て も ら った もの を 詩 に し

ま した 。(詩 を 朗 読 す る。)

友情 についての児童の感 じ方 ・考え方の よさを詩に構成 した。 これ をクラス全体

の児童に広 め ることによ り,児 童の意欲を高あ ることがで きた。

と

育友そ○ど友
て達ん○ん情

上同なさなに

げ士すんっ満
てでばが らち
欲

し

い

あ

ふ
れ

た
友
達

が

い
れ
ば

い
こ
と
だ

っ
て
乗

り

切

れ

る
気

が
す

る

言
う

よ
う

な

ら
し

い
友

情
を

○ ○ ○ ○
大て よく○○ とあ0私 ○ もで 一代○ さい学○

人 くうれ○ さ

っれ ぶ'さ ん

ぽ る?私 ん は

い 。心 が は言

け だ配 落 よ う

どか事 ち く
'ら あ込

一

い私 るん 一

い は なで緒

友励 らいに

達 ま い る遊

で さ つとぼ

すれ て き う

とるね に0
00、L

ちLrと

よと だ 誘

つ言 い つ

と つ じて

り○が さず さだ表 さが じ校 さ(

が さおん つ 。い委 ん と よを ん三

とん休 は とLじ 員 はて う休 は連

うが み言 心 と よの言 もぶ ん 言省

と代 しうの○ う私 う嬉?だ う略
)次

の

日
、

○

○

さ

ん

が

す

ぐ

に

「
だ

治

つ
た

?

」

と

聞

い

て
く

れ

た

優

し

し

か

つ
た

と

が

み

ん

な

に
攻

あ

ら

れ

た

と

き

、

ぶ

だ

よ

。

そ

ん

な

こ
と

心

配

し

な

い

○

さ

ん

に

言

わ

れ

た

こ

と

が

、

今

で

中

に

残
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て

い

る

と

て

い

た

と

き

、

係

の

私

の
仕

事

を

わ

り

に

や

っ
て

く

れ

た

こ

と

を

知

り

い

う

気

持

ち

で

い

っ
ぱ

い

に

な

っ

た

と と と と 友

○ ど喧○協笑○仲思○ 友情

○ ち嘩○力 う○良い○達 つ

君 らをさ しと君 くや さ同て
はもしん助 きは協 りん士何

言進たはけ も言力をはでだ 友
うん り言合泣 う しも言助 ろ

で しううく 合ちうけ う

情合

う

こ

と

だ

う

こ
と

だ

と

き

も

こ
と

だ

て

も

あ

や

ま

っ
た

り

す

る

こ
と

だ

(4)考 察

・全体での話 し合 いの前 に小 グループでの意見交換 を したので
,多 くの児童が 自信を もっ

て 自分の意見を発表す る姿が見 られた。小 グループでの話 し合 いを行 うことは,児 童一

人一人が考えを整理 した り広げた りす るのに有効 な方法で あると考え る。

・和也 に焦点を当てて授業を計画 したが
,実 際には,正 一の気持 ちに言及す る児童 が見 ら

れた。児童の感 じ方や考え方の多様 さを大切 にす る展開 にっ いて,今 後検討 してい きた

い。

・終末の詩は,事 前 に児童が友情 について どのよ うな考え方を もって いるかを把 握 し,そ

れを詩 に再構成 した ものであ る。 児童 の言葉 を使 って詩 にあ らわす ことにより,児 童は

興味 ・関心を もって受け入 れ,学 級全員 の もの として広 げることがで きた。
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皿 美 しい もの に感動す る心 を育 てる指導 の工 夫(第3分 科 会)

1分 科会 テーマ設定の理 由

今 日,科 学技術の発達 や経済の高度成長な どによ る生活環境 の変化や,そ れ に伴 う価 値観の

多様化 などによ って,自 然や生命の尊 さ,生 きることの意味や意義 につ いて,深 く見つめ,考

え る機会が乏 しくなって きて いるという指摘があ る。 このよ うな時代だか らこそ,自 然の中に

ある様 々な美 しさや,か けがえのない生命に 目を留めた り,人 間の心の崇高 さに触れた り して

感動を味わ うことは,豊 かな心を もって生 きる上 で きわめて重要であ る。

そ こで,児 童に 「美 しい もの」 との感動的な出会 いの機会を多 くし,児 童一人一人が豊 かに

感 じ,豊 か に表現 す ることを大切にす る授業 を 目指す ことが必要であ ると考えた。

第3分 科会では,研 究主題 「よ りよ く生 きる力 を育て る道徳授業」のよ りよ く生 きる力 を,

「豊か に感 じる心を もち,自 らを高め ようとす る力 」 ととらえ た。主 と して 自然や崇 高な もの

とのかかわ りの視点か ら,副 主題 「美 しい ものに感動す る心を育て る指導 の工夫」 と し,「 美

しい もの」を,自 然の偉大 さ,人 間の もっ心の崇 高 さととらえて,研 究テーマ に迫 ることと し

た。

2児 童の実態調査

('囎 配 霧 購 纏 躯 識 鵬 鋲 整秘 毯 送 しいものへの憧れについての感

(2>方 法 選 択 肢 法 に よ る 質 問 紙 法 を 用 い た 。 三 地 域(中 央 区 ・練 馬 区 ・八 王 子 市)の

1～6年 の 児 童,低 学 年 用(1,2年),高 学 年 用(3,4,5,6年)

(3)結 果 と 考 察 計549名

(凡例)と ても すこし あまりない ない 無

設問1:次 の もの を見て 「す ごいなあ」とい う

気持。にな。た。とがあ,ます、、 匿 璽 璽㎜ ㎜ 羅 口

① 自然 の美 しさ ② 命の美 しさ

3年

0204G60901000204060邑0100

3年

4年区 璽璽璽 ㎜4年

5年 5年[璽璽錘轟璽錘露㎜ ㎜ 覇

6年[ew6年 鏑 ㎜㎜團

③生 き方の美 しさ ④絵 や音 楽の美 しさ

020406e8010002e406080100

3年3年

4年 4年

5年[遮 甕 羅5年[{1]羅 羅 細懸

6年 眩 轟璽翻㎜㎜ 匿翻6年

・① ④に感動 した児童 の割合 は高い。 しか し、②③ の命 の美 しさや生 き方の美 しさに感動 した

児童の割合は低 い。特 に、高学年 では、5割 で ある。学年 の発達 によるものの見方、感 じ方

の変化 もあろ うが、 これか らの生 き方を見 っめる上で 、美 しい生 き方 や命の尊 さを大 切にす

る指導が必要で ある。 -14一



設問2星 空 を見て 、自然 の大 きさや偉 大さ

を感 しる人かいます。あなたは同 し

ように感 しますか。

02040608010e

1年[==二=工===工 皿 二㎜

2年

3年

__皿

4年

一一
=コ5年[一

6年[一
・星 は、自然のなかて身近 な存在て あるか 、学年に より、

そのイメー ノか異な る。(例 えば 、低学年て は、七夕

のお星 さま、高学年て は、惑星や恒星等の星な と)

いすれ に して も、 自然の摂理や偉大 さを科学的にっか

む一方 て、感性 を育む指導 に も力をいれ てい く必要か

あ る。

設問4素 晴 らしい生 き方 を した人の話かあ

ります。あなたは、それを聞 きたい

と思い ますか。

020{06080190

1年 一

1

設問3お しい ちゃんやおはあち ゃんか死 ん

て も、 とこかて私を見守 って くれ る

という人かい ます。そ う思い ますか。

α204e6e80100

1年[一 ㎜
2年 「二二三二===㎜]

3年[====二]=㎜

4年

5年

6年

一
一一

2年

3年

4年

5年

6年

一
[二=二]==]㎜]

=一一
・設閤1の ③て、感動 した経 験か少ない ことか分 か った

か、 ここては、体験か な くて も素晴 らしい生 き方 に触

れたい と思 う児童か多 いこ とか分 かる。 資料の選択 に

当た っては、人間の 力強 い生 き方 や崇高 さに触れ るこ

とかて きるよ う留意 したい。

設問6あ なたは、美 しい心を持 った人にな

りたいと思 い ますか。

020406080100

1年[二===二 こ=二二]===㎜

2年 「==二 二]二 ニコ 皿㎜

3年[=　 ]T

4年E一
5年[一

一
・ 「とて もそう思 う」か多 く見 られた。かけかえのな

い命か死を迎 えた とき、との学年 も9割 以上の 児童

か、敬度な気持ちて受け とめている。

設 問5物 語 、絵 、音 楽 な とに感 動 す る人 か い

ます 。 あ な たは 、感 動 した い と思 い ま

す か 。

e204063801eO1年[一
2年[二=====コ

3年

4年

5年

6年

一一
ロー一

・設問1の 体験て は、8割 以上の児童か、感動 したと

答え ているのに対 し、 ここては 「これか らの 自分 に

つ いて」は低 い値 とな った。豊 かな感動体験 を積む

機会を教育活動 全体を通 して工夫 して い く必要かあ

る。

5、6年 生か他 の学年 と比へて、低 くな っているた

め と考え る。との学年 も8割 以上の児童か美 しい心

を もちたいと願 ってい る。よ り一層の心 に響 く指導

の工夫か大 切て ある。 また、そ う思わ ないという1

割 か ら2割 の児童 につ いては、美 しいもの に触れた

り、感動 したりす る体験 を積み上げて い くことに よ

って、自分か らそれ らを求め ようとす る気持 ちを育

てたい。

6年

一15一



一 実態調査全体を考察 して一

・美 しい ものに感動 す る心の指導 を展開す るに当た って は
,体 験が重要であ る。教師 と児童が

道徳 の時間に限 らず,日 常の活 動の中で,小 さな感動 も心 に刻んでい くことが大切 である。
・低学年 では,美 しい ものに感動 する気持 ちを素直 に表 し,そ れぞれの項 目にっ いて高 い値を

示 した。今後一層,感 動 を豊か に積み重ねて い く努力を してい きたい。

・全体 的に
,他 学年 に比べ 中学年 に高 い数値が表れた。 この時期 に一層心を耕 し,感 動的な体

験を積み重ね ることは重要であ る。

・高学年では
,他 学年 に比べ低い数値だが,肯 定 的な考え方 は8割 以上で,よ りよ く生 きたい

と思 う気持 ちが 表れてい る。 児童の願 いに応 えるたあに も,指 導の中で,感 動 的な道徳授業

の工夫を してい くことが大切 であ る。

3美 しいものに感動 する心 を育 てる指導の工夫

児童理解の工夫

資料選択の工夫

①事前調査 ………児童の実態か ら,ね らいに即 した全体的 な傾 向をっか

み,指 導過程 に生かす よ うに した。 また,ね らい とす る道徳 的価値 に

っいての経験 や考え方 をつかみ,一 人一人 を授業 のなかで生かす よ う

に した。

② 発 見 ノー トの 活 用 …… … 日常 の生 活 の 中 で,気 づ

い た こと を児 童 が ノ ー トに書 き留 め るよ うに した。

その こ と に よ って,児 童 自身 の 自己理 解 が 可 能 に

な る。 ま た,様 々な 事 柄 に 目を む け る こ とに よ っ

て 児 童 の 心 が 耕 され,感 動 的 な 体 験 を積 む こ と

が で き る。
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③教師の姿勢………児童の意見 や考 えに対 し,受 容的,共 感的,肯 定的

に受け とるように努めた。

○ 自然 に関す る副読本 等の資料 には,自 然破壊 等の題材 が多 く,自 然 の

崇高 さ,偉 大 さ等 の感動教材が少 ないことが分か った。

○感動で きる資料 を広 い分野か ら

収集 し,選 ぶ。例え ば,俳 句

「(天 国は)も う秋ですか。

お父 さん」

(俳 句集:小 さな一茶 たち)

(グ ラフ社:楠 本憲吉か ら)

また 学校での 出来事か ら,オ ナ

ガの ひな と親鳥の様子を 自作資料

とVTRを 併用 し,授 業で使 った。
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○教 師の体験 と共通 性のあ る資料 を選択す ることによって,教 師の個性

を授業 に生 かす。例 え ば,山 を愛す る教 師が 「戦場 が原 のハ イキ ン
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学習活動の工夫

〔導入〕

〔展 開 〕

事前 ・事後指導

グ」を扱 った り,舞 踏 に趣 味を もっ教師が 「バ レエに思いを こめて」

を扱 った りし,自 らの体験 を児童 の心 に訴えた。主資料に関す る人物

や場所 にっいて補助資料 を用意す る と,よ り効果的であ る。

○教師の体験を補 うたあに,地 域 の人を授業の中で生 かす。rカ タ クリ

群落」(練 馬区版)の 授業で は,資 料中の人物 に登場 して もらい,体

験を語 って もらった。

○視聴覚資料を活用 し,資 料へ の興味 ・関心や臨場感を高めた。 自然 の

摂理の偉大 さについての授業で は,宇 宙か ら見た地 球の映像 を放 映 し

た。 「一ふみ十年」では,絵 ・写真 ・OHP・ 録音テープを使 った。

○児童の資料に対す る思いを大事 にす るたあ,資 料範読後,児 童 の心 に

残 った場面か ら発問を構成 し,展 開 して い く方法を とり,授 業で 検証

した。発問例:「 資料を読 んで,ど の場面が印象に残 りま したか。 」

○発問を必要最 小限 に絞 り,児 童が考え る時間を確保 した。考 えを深 め

る場 面で は,話 し合 い を工 夫 した。(小 集 団 での 話 し合 い,パ ネ

ル デ ィスカ ッシ ョン,デ ィベー ト,役 割演技等)

○授業の展開の中 に,操 作的な活動 を取 り入れ た。 「一ふみ十年 」の指

導で は,マ ッチ棒の軸に年輪 を書 き込む活動を通 して,児 童が年 輪の

重 さを疑似的 に体験 し,効 果をあげた。

○俳句の資料を使 った授業では,「 天 国」の部分をか くし,様 々な言葉

を考え合 う中で,そ の言葉 の もつ深 さを十分 に味わい,作 者の父親へ

の敬度心 に感動す ることがで きた。

0ワ ー クシー ト等,書 く活動を重視 し,児 童一人一人が 自分の考えを も

つ ことがで きた。

○ 「戦場が原のハ イキ ング」で は,実 際に教 師が登山の ときの体験談を

語 った。体験 した人 しか感 じることので きない 自然の偉大 さ,美 しさ

についての語 りは,児 童の心 に感動を与えた。

○ 各 教 科 ・特 別 活 動 等,学 校 の 教 育 活 動 全 般 で,ま た,家 庭 生活,地 域

で の 生活 等 で,気 づ い た こ と,驚 い た こ と,感 動 した こ と,不 思 議 に

思 った こ と等 を,常 に意 識 して 教 師 が 記 録 し,授 業 に役 立 て る。

○ ワー ク シー トや,授 業 の使 用 した教 材,教 具 等 を 教 室 内 に提 示 し,道

徳 的 実 践 意欲 を 喚起 して い く。

4実 践事 例(5学 年)

(1)主 題 名

資料名

② ね らい

「自然 の 美 しさ ,偉 大 さ」(3一 ③)

「一 ふ み 十 年 」

自然 の 美 しさ,偉 大 さに 感 動 す る心 を育 て る。
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(3)指 導 の実 際

(資 料範読 の後)ど の場 面が印象に残 りま したか。

中心発問を児童の感想か ら組 み立てた。 その結果,意 欲的 に学習 に取 り組 んだ。

C

C

C

C

T

マ ッチ棒 の太 さに な るま で10年 もか か る こ と。

踏 み っ け る と,元 に戻 るに は10年 以 上 もか か る なん て,驚 きだ 。

こん な 小 さ な チ ン グル マ に も年 輪 が あ る とい う こと。

観 光客 の 中 に は植 物 を平 気 で踏 み っ けて しま う人 が い る。

年 輪 の話 が 出 ま した が,そ の年 輪 を見 せ て あ げ ます 。(OHPを 提 示 して,実 際 に年 輪 を

数 え て み る。 写 真 の チ ン グル マ は17本 の年 輪 が あ った。)

補助 資 料 と して,視 聴 覚 教材(本 時 で は ビデ オ ・OHP・ 写 真 テ ープ)を 利 用 した 。特 に

ビデ オ の 使 用 は,立 山 へ 訪 れ た こ との な い 児 童 に 自然 の 美 しさを 伝 え る こ とが で き,効 果

的 で あ った 。

T今 度 は,マ ッチ棒 を 使 って,年 輪 を 書 いて み ま し ょ う。(一 人 一 人 に マ っ チ棒 を配 り,

鉛 筆 で 書 いて み る。5～6本 書 くと,そ れ 以 上 は ほ とん ど の児 童 が 書 けな い。)

T感 想 を 言 って くだ さ い。

Cマ ッチ棒 の 中 に10本 以 上 もあ って,目 が 痛 くな るほ ど細 か い。

C人 間 に は造 れ な いの に,植 物 が 造 れ るな ん て 自然 の仕 組 み はす ごい。

話 し合 い活動で は,多 様 な意見の交流 によって児童相互 で学 び合 うことがで きるように し

た。 この資料の特性か ら,感 想の交換で終わ って しま うことが多か ったが,児 童が 自由,

活発 に意見交流を して いた。

一 そ の 他 一

道徳的価値 に関連す る実態調査 によ って,ね らいを達成 す るための児童理解 を深 めた。

教科等の関連を考え,道 徳の授業だ けで はな く,学 級の指導計画 にそ った授業 を展開 して

い った。今回 は,個 人 メモを作 り,日 頃の児童の道徳的実 践に関 して記録 した。

(4)考 察

○資料選択 に際 して は,児 童の心 に残 る もの,実 際の生活場 面 に即 した資料 を選ん だ。

○資料 と視聴覚教材(本 時で は ビデオ ・OHP・ 写真テ ープ)の 併用 によ って,ね らいに迫 る

ことがで きた。

○教師主導型か ら児童 中心 の授業の組 み立て によって,授 業の中で児童が主体 的に学習す る場

面が多 くなっ た。

○話 し合 い活動で は,感 想 を交換 し合 い,自 分の意見 と他の人の意見 とを比 べなが ら,学 び合

うことがで きるよ うにな った。

○ね らいにっ いての実態調査が,児 童理解 に大変有効であ った。
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IV郷 土 を愛する心を育 てる指導の工夫(第4分 科会)

1分 科会 デーマ設定 の理 由

児童 は様 々な経験 を経 て成長す る。 その母体 とな るのは,わ が家を中心 と した生活 の場で

あ り,そ れ ぞれの所属す る地域社会で ある。つま り,児 童 の成長 にかかわ るすべての ことが

生 まれ育 った環境 と してあ る地域社会 を切 り離 して考え ることはで きな い。 したが って,児

童が豊 かでた くま しい心 を もち,多 くの人 々と支え合い,助 け合 うよ うにな るたあには,ま

ず 自分の住んで いる地域 社会(以 下,郷 土 と表す)の 身近な人 々との触れ合 いを通 して生 き

ることの意義や意味を知 り,そ れを身 に付 けて い くことが基本 とな る。

しか し,今 日,あ ま ぐる しく移 り変わ る社会の中 にお いて,人 と人 とのっ なが りや温かな

人間関係が薄れ,思 いや りが失われて きてい ることが強 く指摘 されてい る。 また,郷 土 にお

いて は,そ こに根 ざ した文化や伝統 に興味を もった り,そ れ らを受け継 いで い こうとした り

す る ことが,人 々か ら忘れ去 られよ うと している傾 向にある。 しか し,そ の よ うな中で も,

児童 は地域社会の様 々な行事 に少なか らず参加 し,郷 土 に対 してかかわ りを もって いる。

そ こで,郷 土 のよさに気付 き,親 しみを感 じ,郷 土で の自分の生 き方を 自覚する ことが大

切 である。 その ことが,や がて郷土の文化や伝統 を守 り,育 て ることにな ると信ず る。

第4分 科会 では,全 体の研究主題 「よりよ く生 きる力 を育て る道徳授業」の,よ りよ く生

きる力を,「 郷土 に親 しみ,郷 土の文化や伝統を大切 に して,郷 土 をさ らに発展 させよ うと

す る力」 ととらえた。 このよ うな心の育成 は,こ れか らの重要 な教育課題の一つであ ると考

え,分 科会 のテーマを設定 した。

道徳の時間において は,以 上の考 え方 に基づ き,工 夫 した指導 を 日常 的に積み重ねてい く

ことによってテ ーマに迫 りたい と考えて い る。

2児 童 の 実 態 調 査

(1)ね らい 郷 土 に関 す る児 童 の 考 え や 意識 の傾 向 を把 握 す る こ と に よ り,「 郷 土 を愛 す る

心 を育 て る 」指 導 の 工 夫 に役 立 て る。

(2)方 法 選 択 肢 法 及 び記 述 法 を用 い,全 学 年 同一 内容 に したが,一 部 低 学 年 と中 ・高学

年 とを分 け た もの が あ る。(設 問 内容 を参 照 の こ と)

調 査対 象 は,都 内8か 所 の,低 ・中 ・高 学 年(各 学 校 計3学 級)合 計706名

(低248,中232,高226)と した。

《設 問 内 容 》

① 自分の住んで いるところがす きですか。

② ①で(と て も好 き ・好 き)を 選んだわけを書 きま しょう。

③ よその町か ら人が来た ら,自 分の住 んでいる ところの どこを一番 に紹介 しますか。

④ よ くあそぶ ところはどこですか。 〈低学年 のみ 〉

⑤ 地域の どんな行事や活動 に参加 していますか。 〈中 ・高学年のみ 〉
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(3)結 果 と考察

① 心情 ② 理 由(と て も好 き ・好 き)

撫

1

ー

少

な

い

公園がある

広い

学校がある

秘密の場所がある

にぎやか

店がある

友達がいる

人がやさしい

楽しい

動物がいる

木がある

虫がいる

花がある

轟 「一藤 「
判

友達がいる 便利な点が多い

いい人 ・やさしい人 遊ぶところが多い1

いい人が多い

↑自分 の 住 ん で い る と ころ に 関 す る愛 着 度

は,高 学 年 に な る に したが い 「とて も好 き 」

が 少 な くな って い る。 しか し,「 とて も好

き」 と 「好 き」 を 合 わ せ る と,ど の学 年 も

9割 程 度 で,自 分 の 住 ん で い る と ころ に好

感 を も って い る児 童 の多 い こ とが わか る。

店がある

公園がある

図書館がある

にぎやか

便利

学校が近い

のどか

自然がある

静か

↑低学年で は 「公園があ る」 自

分のか らだを動かせ る空 間の存在 に特 に好感

を抱 くことがわか る。高学年 にな るにつれて

「便利 」 「いい人」等,自 分を取 り巻 く環境

をっ くってい るものの様子や状態 に好感を抱

くようにな ることがわ かる。

自然が多い

緑 ・木が多い

山がある

1田舎らしさがある

誌.る1

_L-⊥

③ 一番紹介 したい ところ

「「一顧 ≡「一Pt学 奪「7高 学年 「

麟 ゼ 甘購 校 耐
皇瀦 ・まわり 近・の公園1
近 くの公 園1

デパ ー ト 」公 共施 設
近 くの 自然1

誘 茎 離?慧 曹

離 騨 三。。一。1解雁 惣
近くの病院1有 名人の家

塵 場.… 匡 堕 ど ⊥

④ よ く遊ぶ ところ(低 学年)

場広
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リ
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少
な
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ワ
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タ
の

京
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東

近

↑どの 学 年 も 「学 校 」 「公 園 」 が 多 くあ げ

られ て い る こ とか ら,学 校 や 公 園 が 気 に入

って い る場 所 にな って い る こ とが わ か る。

近団子 自秘 自友保児近近
く地供分密分達育童 くく
ののののののの園館 のの
公公広学場家家 神森
園園場校所 社

↑この結果か ら,低 学 年の児童が公園や学校

でよ く遊ぶ ことがわか る。 この ことは,低 学

年の児童 と,公 園や学校 とのかかわ りが密接

である といえ る。

⑤ 地域の活動や行事への参加状況(中 ・高学年)

多 い← → 少ない
ま餅盆ラバ運ク子美草清廃バ
つつ踊 ジス動 リ供化む掃品ザ
リき りオハ会ス会運 し活回1

体イ マ 動 り動収
操ク ス

会

多 い ← 一 少ない
まバ盆運ソ子マラ古美募明ス
つス踊動フ供ラジ紙化金るポ
リハ り会 ト会ソオ回運活 く1

イ ボ ン体収動動すツ
ク 大操 る大

ル 醐会

← 中 ・高 学 年 と も,地 域

の 祭 りな ど は,積 極 的 に

参 加 して い る こ とが わ か

る。 ま た,高 学 年 に な る

に した が って,「 募 金 運

動 」 な どの社 会 的 な奉 仕

活 動 に参 加 す る児童 が,

若干 増 加 して い る。
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3郷 土を愛す る心 を育て る指導の工夫

◎低学年 で は,郷 土 を愛す る心 と密接 に関連す る指導内容を取 り上 げた。

◎ 高学年 で は,郷 土愛 と愛国心 とを分 けて取 り上 げた。

◎ 身近 な学 区域 や区市 町村,東 京都 内にある郷土 にかかわ るものの拡大写真(A3程

度)を 提 示 して,ね らい とす る道徳的価値や資料への導入を図 った。

◎地域の祭 りや行事の様子の録音 ・録画 テープを流 して,ね らい とす る道徳的価値や

資料への導入 を図 った。

◎身近 な地域社会 か ら題材 を探 し,資 料を 自作 してね らいにせ ま った。

◎既成の 資料 を用 いる ときは,十 分 に検討を重 ねて,そ の地域社会 に育っ児童の実態

に即 した扱 いを した。

◎地域社会 に生 きる人物の拡大写真を提示 して,よ り親 しみがわ くように した。

・児童の心 に残 った ことか ら学習問題を作 り
,意 欲 的な学習がで きるように した。

・役割演技 やペープサ ー ト,ワ ークシー トを使 って,主 人公 に共感す るよ うに した。

◎地域の人 を教室 に招 いて話を して も らい,郷 土 を愛す る ことの大切 さを考え ること

がで きるよ うに した。

◎身近 な地域社会の様子 をVTRで 流 して,郷 土 の情景や郷土 にかかわ って生 きる自

分 を振 り返 りやす くした。

◎郷土 に対す る自分の心情を深 く考え るために,ワ ー クシー トを用いた。

◎生活科で作 った 「おすす あのば しょ」の絵 を提 示 して,郷 土での活動を思い出 しや

す くした。

◎友達が郷土 とどうか かわ って いるかを知 り,郷 土 と自分 とのかかわ りが一層意識で

きるよ うに,グ ループで話合 う場を設 けた。

◎郷土 にかかわ る作文 を読 み,郷 土 を守 り,育 て ることの大切 さを考 えやす くした。

◎心情 を豊 かにす るために,教 師 自身の郷土への思いや郷土 での出来事 を話 した。

◎地域 の人 へ手紙 を書 いた。

・教師の指 名や児童相互 の指名を適切 に用い
,多 くの児童が発言で きるように した。

・学習の仕方が身 に付 くよ うに,ル ール作 りを した。

・児童が考 え る時間を十分 に確保す るたあ に
,教 師の発問を精選 した。

・話 し合 い活動が活発 にで きる座席の配置を工 夫 した
。
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4実 践事例(第3学 年)

(1)主 題名 郷土 を愛す る心(4一 ⑤郷土愛)資 料名 「ぼ くたちの公園 」(自 作資料)

(2)ね らい 郷土の行事 や活動 に興味を もち,進 んでかかわろ うとす る心情 を育て る。

(3)指 導の実際

〈資料 〉

『ぼ くた ちの 公 園 』

「た け し,今 日 は公 園 掃 除 の 日よ 。 」僕 は ,お 母 さん の元 気 な声 で 目が 覚 め ま した 。今

日は 日曜 日,す ば ら し くよ い 天 気 で す。 正 直 い って,僕 は あ ま り公 園 掃 除 が好 きで は あ り

ま せ ん。 せ っか くの 日曜 日な の に,公 園 は広 いの で 遊 ぶ 時 間 が 少 な くな って しま った り,

と中 で あ きて しま った りす る か らで す 。/朝 ごはん を 食 べ,お 母 さん と一 緒 に掃 除道 具 を

持 って 公 園 に行 って み る と,子 供 会 の 役 員 さん や 友 達 は も う掃 除 を始 め て い ま した。 お母

さん は みん な に 「遅 くな って す み ませ ん 。 」 と,声 を か け掃 除 に と りか か りま した。 僕 は

ち ょ っ と立 ち止 ま って 様 子 を なが めて い ま したが,っ ま らな い の で ほ う きを振 り回 して 遊

び始 め ま した。 「た け し,そ この ごみ を拾 い な さ い。 あ らあ ら,空 き缶 も落 ちて い るわ 。 」

僕 は お母 さん の 声 に は っ と して掃 除 に と りかか りま した 。 「た け し,こ の公 園 は ね ,お 年

寄 りや子 供 や地 域 の人 達 が安 心 して楽 し く遊 ん だ り,行 事 や活 動 が で きる よ うに と,み ん

な で こ うや って 昔 か ら掃 除 を続 けて い るの よ。 お 母 さん もた け し ぐらい の時 ,毎 月 地 域 の

人 達 と一 緒 に公 園掃 除 を した の よ。 」お 母 さん は落 ちて い る空 き缶 を拾 い なが ら言 い ま し

た。 「え っ,そ ん な に長 い間 地 域 の 人 達 は きれ い に し続 け て い るの。 」僕 は,し だ い にお

母 さん の 魔 法 にか か った よ うに草 取 り も始 め ま した。 「た け しが とて も楽 しみ に して い る

9月 の お 祭 り も,お じい さん や お ば あ さん が 子 供 の ころ か らず っ と続 いて い るの よ
。 お 母

さん も子 供 の 時 は た け しと同 じよ うに とて もた の しみ だ ったわ 。 お み こ しや 出店 の 準 備 も

手 伝 った の よ 。 」 僕 は去 年 の お 祭 りの 準 備 の こ とを思 い 出 しま した。 昔 か ら住 ん で い る人

達 も新 し く来 た 人 達 も,色 々な こ とを教 え合 った り助 け合 った り して い ま した 。/僕 は 草

を 取 る手 に ぐん と力 を 入 れ ま した 。今 ま で よ りず っと この 公 園 が 好 き にな りま した
。

第4分 科会 におけ る評価 ・支援 の定義

★評価 …ね らいにかかわる児童 のあ りの ままの反応を,教 師が,共 感的 ・受容 的 ・肯定的

に受 け とめ,指 導 に生かす こと。

☆支援 …ね らい とす る道徳 的価値を児童が 内面的 に自覚 してい くための学習活動 に対 し
,

上記の評価 に基づ いて教師が行 う様 々な働 きかけの こと。

《自分た ちの公園 なんだ とい う心情を感 じとる発 問 と児童 の心の動 き》抜粋

Tお 母 さんの話を聞 いて,草 を取 る手 に ぐん と力 を入れ た時,た け しはどん なことを考 え

た で しょ う。 【中心 発 問 】

C僕 は,自 分 の経 験 か ら,今 ま で僕 が 間違 って い た ,こ の 公 園 は僕 た ち に と って 大事 な公

☆T

園なんだ と考 えた と思 います。★(公 園への愛着)

大事 な もの なんだ!そ うね,公 園が大事 なんだね。
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C昔 か ら,み ん なで ず っ と公 園 掃 除 を して きたん だ か ら,僕 だ って しな い と悪 い よな,お

祭 りだ って きれ い な方 が い い し,と い う気持 ちだ と思 い ます 。 ★(公 園や 祭 りに愛 着)

TP君 に聞 きた いん だ け ど,こ れ はだ れ の お祭 りなの 。

Cみ ん な の お祭 りです 。 ★(み ん なの お 祭 りだ か ら,き れ い に しよ う とい う意 識)

☆Tそ う,だ か ら きれ い に した い のね 。 もっ と言 い た い人 。

C今 年 もお 祭 りや りた い し,お じい さん や お ば あ さん も来 る し,こ の 公 園 を きれ い に した

方 が,み ん な も気 持 ちい い や とい う気 持 ちで す 。

C地 域 の 人 達 も昔 か ら掃 除 を 続 け て きたの で,こ れ か ら は僕 もが ん ば ら うとい う気 持 ち で

す 。 ★(守 り続 けて い こ う とい う思 い)

Cみ ん な もが ん ば って い る。 よ しや るぞ,大 事 な公 園 なん だ 。 ★(自 分 の とい う意 識)

☆Tそ う,す ごい。 よ し,や るぞ と思 って い た の ね。

Cこ の 公 園 の掃 除 を しな い と,昔 か ら大 事 に して きた公 園が きた な くな って しま った ら困

るな と思 った と思 い ま す。 ★(進 ん で 守 って い こ う とい う気 持 ち)

☆T大 事 な 公 園 だ とい う心 が あ る ので す ね 。

Cお じい ち ゃん,お ば あ ち ゃん,赤 ち ゃん まで この 公 園 に来 るん だ か ら,転 ん だ り した ら

困 るか らきれ い に しよ う。 ★(地 域 の公 園 の よ さへ の 気 付 き)

《今 まで の 自分 を 振 り返 るた め の 発 問 と児童 の 心 の 動 き》 抜粋

Tこ れ か ら,グ ル ー プで 話 合 い を します。 ☆ 〔話 し合 う3つ の視 点 を黒 板 に提 示 〕

小 グ ル ー プで の 話 合 いの 後,全 体 へ の発 表 をす る

T今 の 自分 の 気持 ち や 友達 の話 で い いな と思 う こ とが あ った ら,推 薦 して くだ さい。

Cわ た しは,自 分 の こ とを言 い た いで す 。 缶 拾 い を しま した。 缶 を 分 け た り,っ ぶ した り

した け どな か な か で きな くて,暑 くて 気 持 ち悪 くな って休 み た か った け ど,町 内 を きれ い

に した か っ たの で,や って よ か った と思 い ま した。 ★(積 極 的 な地 域 との か か わ り)

☆Tい い話 で したね 。

CTち ゃん の 話 を聞 き た いで す 。(地 域 で の友 達 のか か わ り に興 味 ・関 心)

C公 園 掃 除 に行 ったの 。 友 達 と遊 び たか った け ど,お 母 さん に無 理 や り誘 わ れて,い や だ

と思 った け ど,み ん な もが ん ば って い るの で,僕 もが ん ば ろ う と思 って や り ま した。

(4)考 察

郷 土 を 意 識 し郷 土 に親 しみ が もて る よ うに,身 近 な 公 園 を 舞 台 と した資 料 を 自作 した 。

児 童 は,「 知 って い る。 」 「行 った こ とが あ る。 」 な ど とっ ぶ や きな が ら,瞳 を輝 か せ て

資料 の 中 に と び込 ん だ 。 中心 発 問 で は,自 分 と主 人 公 とを 重 ね あ わ せ て い る様 子 が ワ ー ク

シー トや 発 表 か ら見 取 る こ とが で き,自 分 た ち の公 園だ とい う意 識 を もっ の に効 果 的 で あ

った。 さ らに,自 分 を振 り返 る部 分 で は,ク ル ー プで の話 し合 い活 動 を と り入 れ た。 この

こ とは,今 ま で,地 域 で の行 事 や 活 動 に消 極 的 で あ った 児童 の 「そ ういえ ば … 。 」 とい っ

た っぶ や きを 引 き出 した。

この よ うな 指導 の工 夫 に よ り,郷 土 で の 自分 や,郷 土 と 自分 との かか わ りが 一 層 意 識 で

きた とい え る。 した が って,郷 土 を愛 す る心 を 育 て るの に効果 的 で あ った とい う ことが で

き る。
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◇研究の成果と今後の課題

研究主 題 「よ りよ く生 きる力を育 て る道徳授業 」の解明を図 るたあに,道 徳 の指導 内容の4

つの視 点か ら分科会 を構成 し,そ れぞれに 「目指す児童像」 「分科会研究主題 」 「仮設 」等を

設け,具 体 的な授業実践 を通 して研究活動 を進めて きた。

その結果,次 の点が 明 らかにな った。

1研 究活動全体 を通 して

児童が,本 来 もって いるよ りよ く生 きようとす る願 いを実現す るためには,ま ず,教 師が

児童一人一人を受容 的に共感的 に肯定的 に理解す ることが 大切で ある。 こ うした愛情あ る理

解 をされ た児童 は,情 緒が安定 し,自 分の感 じ方や考え方 の方 向に自信 を もち,伸 び伸び と

自己を表現す る ことが で きるよ うになる。更 に,親 和的で支持 的な学級の雰囲気や望 ま しい

人 間関係 は,心 の育成 に とって非常 に大切 な条件であ る。 そのためには,同 様 に,教 師が一

人一人 の児童 をか けが えのない人 間 として認 め,尊 重 し,支 持 して い くことが大切で ある。

こう した教師 の姿勢 や態度が 児童 の心 に伝わ り,児 童相互 の人聞関係 を豊か な もの に してい

くことがで きるので あ る。

また,豊 かな道徳 的実践 力を育 て るには,児 童の側 に立 った道徳授業 の改善 を図 るこ とが

必要で あ る。 それには,今 まで行 って きた指導過程を は じめ とす る指導方法 の意味や意義 に

っいてあ らためて見 直 し,児 童が 人間 としての在 り方や生 き方を,そ の発達段階 に応 じて深

く考え ることがで きるよ うな授業 を,教 師が その個性を発揮 して創造 してい くことが大切で

あ る。

このよ うな ことにつ いて,根 本的 に考え,授 業改善 を試み る ことがで きた ことは非常 に意

義のあ ることであ った。

2各 分科会の研究活動 を通 して

第1分 科会で は,「 自分を振 り返 り,自 らのよ さや可能性 に気付 き,向 上 してい く児童 」

を 目指 し,研 究を進あて きた。 この ような児童 を育てるためには,児 童が 自分 自身に関 して

肯定的な理解がで きるよ うにす ることが何よ り大切 である ことが分か った。

第2分 科会で は,「 互いの よさを認め,高 め合 う児童 」を目指 し,研 究を進あて きた。そ

の結果,肯 定的な 自己理解 と肯定的な他者理解 とは相互 に関連 し合 い,作 用 し合 って望 ま し

い人間理解や人間関係 を深 め,築 いて い くことが実証 され た。

第3分 科会で は,「 美 しい もの に感動で きる児童」を 目指 し,研 究 を進 あて きた。その結

果,自 然 の美 しさや不思議 さ,人 間 の行為の崇高 さな どに感動で きるよ うにするためには,

資料 吟味 とその提示の工夫 と同時 に,日 常の感動体験を豊かにす ることの大切 さを実感 した。

第4分 科会 では,「 郷土 に親 しみ,大 切 に し,育 てよ うとす る児童 」を目指 し,研 究 を進

めて きた。その結果,ま ず,児 童が 身近 な郷土 に目を向け,郷 土 と自分 とのかかわ りを愛着

を もって 自覚す ることがで きる指導 を工夫す る ことの大切 さが分か った。

今後 の課題 と して は,更 に個 に応 じた児童主体の学習が実現で きるよ う,指 導過程 をは じあ

道徳 の時間の指導の在 り方 を創造 的に工夫 ・改善 して い く必要があ ると考 えてい る。
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